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～五感を使って楽しんで、調査して、考えて、行動する～ 
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はじめに	
  ～センスオブアースとは～ 
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センスオブアース	
  
市民による自然共生パンゲア 

u 環境教育の展開（プログラム開発・出張授業など）	
  

u エコツアーの開催	
  
u 自然観察会・環境講座の開催	
  
u 環境整備活動の展開（ビオトープ・区民農園など）	
  

u イベントへの参加・出展	
  
u 情報発信活動（ニュースレター・ＨＰなど） 

センスオブアースの活動の広がり 
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２００４年	
  
学校ビオトープでつながった元教員・保護者と活動への賛同
者が集い、センスオブアースが結成される。	
  

２００７年	
  
大学生との恊働が始まる。主要な活動がプログラムの開発、
出張授業の展開へと活動が移行する。	
  

センスオブアースの転機 
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環境教育　活動の概要 
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プログラム開発と出張授業 

プログラム開発 
 
•  講習会 
•  ワークショップ 
•  教材開発 
•  授業紹介資料の作成 

など 

出張授業 
 
•  授業実践 
•  アンケート回収 

など 
 
（保育園・小中学校へ） 

広報活動 

フィードバック 
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授業紹介資料について 

※ ネイチャーゲームについて
ネイチャーゲームはアメリカのジョセフ・コーネル氏の発案で世界中に広まっている自然体験型の活動です。「季節の自然を感じよう」「好きな色はどこにある」「そっとのぞいてみて
みよう」「学校の木を決めよう」「わたしの木、ぼくの木」「私は誰でしょう」では、ネイチャーゲームのアクティビティをセンスオブアースの授業プログラムとして組み合わせています。

環境教育プログラム 出張授業 申し込み・問い合わせ先
特定非営利活動法人 センスオブアース・市民による自然共生パンゲア

理事長：寺田 茂 tel( 自宅 )　03-3960-6052　　　fax 　03-3960-6052 　　　tel( 携帯 )　090-9016-4262
mail　terada@npo-soe.jp　　　住所　 〒 174-0063　東京都板橋区前野町4-8-6

掲載プログラム  各教材・未来へとの兼ね合い / 学習指導要領目標とのつながり
季節の自然と遊ぼう
（関連教材） 生活科 １年「いきものとなかよし」２年「生きものなかよし大作戦」 / 理科 ３年「どれくらいだったかな」
 未来へ１【Ⅰ-３ 様々な動物・こん虫を調べよう！ / Ⅰ -４ 区内ではどんな動物・こん虫が見られるだろう？ / Ⅰ -７ さまざまな生き物のつながりを調べよう！】
（指導要領） 生活科： 目標（１）（２）（３）身近な動物や植物などの自然とのかかわり、素晴らしさ、自分のよさ、可能性、表現力・考える力　
 理科： 第３・４学年　生物愛護・生物の成長の決まりや体のつくり、生物と環境とのかかわり〔色・形・大きさ〕
 道徳： 第１・２学年　３（２）身近な自然に親しみ、動植物にやさしい心で接する。
  第３・４学年　３（１）生命の尊さを感じ取り、生命あるものを大切にする。　３（２）自然の素晴らしさや不思議さに感動し、自然や動植物を大切にする。

好きな色はどこにある
（関連教材） 生活科 ２年「生きものなかよし大作戦」 / 理科 ３年「花がさいたよ　実がたくさんできたよ」
 未来へ１【Ⅰ-６ 身のまわりで植物はどのように利用されている？】
（指導要領） 生活科： 目標（１）（２）（３）身近な動物や植物などの自然とのかかわり、素晴らしさ、自分のよさ、可能性、表現力・考える力　
 理科： 第３・４学年　生物愛護・生物の成長の決まりや体のつくり、生物と環境とのかかわり〔色・形・大きさなどの姿の違い〕
 道徳： 第１・２学年　３（２）身近な自然に親しみ、動植物にやさしい心で接する。
  第３・４学年　３（１）生命の尊さを感じ取り、生命あるものを大切にする。　３（２）自然の素晴らしさや不思議さに感動し、自然や動植物を大切にする。
 図工： 第１・２・３・４学年　身近な（色・材料）を基につくる。

そっとのぞいてみてごらん
（関連教材） 理科 ３年「こん虫を調べよう」４年「暑くなるとすずしくなると寒くなると」/ 社会 ３・４年「学校のまわり」
 未来へ１【Ⅰ-７ さまざまな生き物のつながりを調べよう！ / Ⅰ -８ 多くの生物が住める場所をつくるには？】
（指導要領） 生活科： 目標（１）（２）（３）身近な動物や植物などの自然とのかかわり、素晴らしさ、自分のよさ、可能性、表現力・考える力　
 理科： 第３・４学年　生物愛護・生物の成長の決まりや体のつくり、生物と環境とのかかわり〔色・形・大きさなどの姿の違い／季節・気温・時間などと関係づけ〕
 道徳： 第１・２学年　３（２）身近な自然に親しみ、動植物にやさしい心で接する。
  第３・４学年　３（１）生命の尊さを感じ取り、生命あるものを大切にする。　３（２）自然の素晴らしさや不思議さに感動し、自然や動植物を大切にする。

学校の木を決めよう
（関連教材） 理科 ４年「暑くなるとすずしくなると寒くなると」５年「植物の発芽と成長　花から実へ」
 未来へ２【Ⅰ-５ 森林の働きを調べよう！  / Ⅰ -６ 緑を増やす工夫にはどんなものがあるだろう？ / Ⅰ -８ 学校や地域で緑を増やすにはどうすればいいのだろう？】
（指導要領） 理科： 第３・４学年　（２）植物・生物の環境とのかかわり、太陽と地面の様子との関係、植物の成長と環境とのかかわり　
  第５学年　植物の発芽から結実、生命の連続性、生命の尊重　　　　　　第６学年　生物と環境
 道徳： 第３・４学年　自然のすばらしさや不思議さに感動し、自然や動植物を大切にする。　　　　　　第５・６学年　自然の偉大さを知り、自然環境を大切にする。

わたしの木・ぼくの木
（関連教材） 理科 ５年「植物の発芽と成長　花から実へ」６年「人と環境」
 未来へ２【Ⅰ-５ 森林の働きを調べよう！  / Ⅰ -６ 緑を増やす工夫にはどんなものがあるだろう？ / Ⅰ -８ 学校や地域で緑を増やすにはどうすればいいのだろう？】
（指導要領） 理科： 第５学年　生命の連続性、生命の尊重　　　　　　第６学年　生命の尊重
 道徳： 第５・６学年　３（１）（２）（３）生命の尊重・自然の偉大さ・美しいもの人間の力を越えたものへの畏敬の念

やご救出プログラム
（関連教材） 生活科 ２年「生きものなかよし大作戦」 / 理科 ３年「昆虫を調べよう」
 未来へ１【Ⅰ-３ 様々な動物・こん虫を調べよう！ / Ⅰ -４ 区内ではどんな動物・こん虫が見られるだろう？ / Ⅰ -７ さまざまな生き物のつながりを調べよう！】
（指導要領） 生活科： 目標（１）（２）（３）身近な動物や植物などの自然とのかかわり、素晴らしさ、自分のよさ、可能性、表現力・考える力　
 理科： 第３・４学年　生物愛護・生物の成長の決まりや体のつくり、生物と環境とのかかわり〔色・形・大きさ〕
 道徳： 第１・２学年　３（２）身近な自然に親しみ、動植物にやさしい心で接する。
  第３・４学年　３（１）生命の尊さを感じ取り、生命あるものを大切にする。　３（２）自然の素晴らしさや不思議さに感動し、自然や動植物を大切にする。

※ 総合的な学習での取り組みについて
「自ら課題を見つけ自ら学び、自ら考え判断し、（中略）自己の生き方を考える」という目標に沿った活動として、プログラムの授業での実施を勧めています。環境のテーマに
ついて、児童の興味・関心に基づく課題について学習することができます。

学校産のとうふを作ろう / 手前みそを作ろう
（関連教材） 社会 ５年「わたしたちの生活と食料生産」/家庭科 ５・６年「元気な毎日と食べもの」「考えようこれからの生活」/理科 ３年「花が咲いたよ実がたくさんできたよ」４年「暑くなると
 　すずしくなると寒くなると」/国語 ３年「大豆の変身」
 未来へ２【Ⅱ-５ 食べ物の中にはどんな物質が含まれて いるのか調べよう！ / Ⅱ -６ 安全な食べ物にするためにどんな工夫をしているのだろう？】
（指導要領） 社会： 第５・６学年　（２）我が国の産業の様子、考える力、表現する力
 家庭科： 第５・６学年　１（１）（２）（３）衣食住に関する実践的・体験的な活動・生活に必要な基本的知識、技能、家族とのかかわりを考えて実践する喜び（環境に配慮した生活の工夫、物の使い方の工夫）

食べ物はどこから
（関連教材） 社会 ５年「わたしたちの生活と食料生産」/家庭科 ５・６年「元気な毎日と食べもの」「考えようこれからの生活」
 未来へ１【Ⅱ-１３ 空気を汚す原因を調べよう！ / Ⅱ -１４ 空気を汚さない工夫にはどんなものがあるだろう？】
（指導要領） 社会： 第３・４学年　（１）地域の産業や消費生活の様子　　　　　　第５・６学年　（２）我が国の産業の様子、考える力、表現する力
 理科： 第６学年　燃焼（物を燃やし、物や空気の変化を調べ・二酸化炭素ができること） 
 家庭科： 第５・６学年　１（１）（２）（３）衣食住に関する実践的・体験的な活動・生活に必要な基本的知識、技能、家族とのかかわりを考えて実践する喜び（環境に配慮した生活の工夫、物の使い方の工夫）

旬の野菜を調べよう
（関連教材） 社会 ５年「わたしたちの生活と食料生産」/家庭科 ５・６年「元気な毎日と食べもの」「考えようこれからの生活」
 未来へ１【Ⅱ-５ 一年中野菜や果物がとれるわけを調べよう！ / Ⅱ -６ 板橋区でも野菜は作られている？】
（指導要領） 社会： 第３・４学年　（１）地域の産業や消費生活の様子　　　　　　第５・６学年　（２）我が国の産業の様子、考える力、表現する力
 理科： 第６学年　燃焼（物を燃やし、物や空気の変化を調べ・二酸化炭素ができること） 
 家庭科： 第５・６学年　１（１）（２）（３）衣食住に関する実践的・体験的な活動・生活に必要な基本的知識、技能、家族とのかかわりを考えて実践する喜び（環境に配慮した生活の工夫、物の使い方の工夫）

ペットボトルの水
（関連教材） 社会 ３・４年「すみよいくらしをつくる」/理科 ５年「流れる水のはたらき」/家庭科 ６年「考えようこれからの生活」
 未来へ１【Ⅱ-１ 水と産業や生活とのつながりを考えよう！ / Ⅱ -２ 水はホントにたくさんあるの？ / Ⅱ -３ 水の大切な使い方を調べよう！】
 未来へ２【Ⅱ-３ 水の中にはどんな物質が含まれている のか調べよう！ / Ⅱ -４ 安全できれいな水にするためにどんな工夫をしているのだろう？】
（指導要領） 社会： 第５・６学年　（２）我が国の産業の様子、考える力、表現する力
 家庭科： 第５・６学年　１（１）（２）（３）衣食住に関する実践的・体験的な活動・生活に必要な基本的知識、技能、家族とのかかわりを考えて実践する喜び（環境に配慮した生活の工夫、物の使い方の工夫）

収録プログラム

自然生態系分野 （自然・アメニティ分野 - みどり） 6プログラム

食文化と環境分野 （循環型社会分野 - 食）   5プログラム

主な関連単元21 43 65
小 学 校

21 3
中 学 校

生活科 １年「いきものとなかよし」２年「生きものなかよし大作戦」季節の自然で遊ぼう

生活科 ２年「生きものなかよし大作戦」好きな色はどこにある

理科 ３年「こん虫を調べよう」４年「暑くなるとすずしくなると寒くなると」そっとのぞいてみてみよう

理科 ４年「暑くなるとすずしくなると寒くなると」学校の木を決めよう

理科 ５年「植物の発芽と成長　花から実へ」６年「人と環境」わたしの木、ぼくの木

生活科 ２年「生きものなかよし大作戦」３年「こん虫を調べよう」やご救出プログラム

主な関連単元21 43 65
小 学 校

21 3
中 学 校

国語 ３年「大豆の変身」/社会 ５年「わたしたちの生活と食料生産」学校産のとうふを作ろう

国語 ３年「大豆の変身」/社会 ５年「わたしたちの生活と食料生産」手前みそを作ろう

社会 ５年「わたしたちの生活と食料生産」食べ物はどこから

社会 ５年「わたしたちの生活と食料生産」旬の野菜を調べよう

家庭科 ６年「考えようこれからの生活」ペットボトルの水

SoE
の

環 境 教 育
feel think act

～　そして　いのちを学ぶ　～

2011 年 10 月 改訂版プログラム実施推奨学年 プログラム実施可能学年

自然生態系分野（自然・アメニティ分野 - みどり）

季節の自然で遊ぼう
目隠しおにごっこ「コウモリとガ」で身体を動かした後は、学校にある自然を用いた季節探しの始まりです。「フィールド

パターン」で自然の中の形に目を向けることで、その見え方や自然に関する気付きがより豊かなものになります。豊かな

感性は季節の移り変わりによる小さな変化を感じていきます。

子どもたちひとりひとりの発見はネイチャーゲームリーダーの資格を持つ SoE のスタッフがその場で受けとめ、深めてい

きます。興味・関心の高まり、一生懸命探す目の輝きは、このプログラム最大の魅力です。

形探しを通じて、身近な季節の表情に触れよう。

授業時間
約 90 分（2時間）

授業場所
校庭 等

対象学年
1年生　～　4年生

関連教科
生活科・理科・道徳・特別活動

好きな色はどこにある
校庭の落ち葉を拾い、"大きな葉っぱ"や "穴の多い葉っぱ"などのテーマで友達の葉っぱと勝負する「落ち葉くらべっこじゃ

んけん」。遊びながら葉っぱごとの違いに目を向けたり、それぞれの葉っぱの特徴に気づいたりします。

続いて色さがしに出発です。手には、グループの子どもたちのお気に入りの色が集まったオリジナルの色さがしカード。

自分の好きな色を校庭の自然の中から見つけたときの感動、その色のよさを友達と分かち合えたことの喜びは、プログラ

ムの醍醐味です。

友達との分かち合い、自然の中の色さがし。

授業時間
約 90 分（2時間）

授業場所
校庭 等

対象学年
2年生　～　5年生

関連教科
生活科・理科・道徳・図工・総合
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n 自然生態系分野（自然・アメニティ）	
  
ü ネイチャーゲームを中心として、五感を研ぎ澄ますこ
とのできるプログラム。	
  

n 食文化と環境分野（循環型社会）	
  
ü 日本伝統の食品作りに接することのできるプログラム。	
  
ü 食品と地球温暖化などとの意外なつながりに気づくこ
とのできるプログラム。 

主な授業プログラムの内容 
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環境教育　実践事例 
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市民による自然共生パンゲア 

事例１ 	
  たからさがしゲーム	
  
	
   	
  	
  （自然生態系分野・保育園） 

たからさがしカードを持って公園へ。	
  
触って嗅いで、自然の不思議を発見しよう！！ 
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特定非営利活動法人 センスオブアース・市民による自然共生パンゲア
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市民による自然共生パンゲア 

事例１ 	
  たからさがしゲーム	
  
	
   	
  	
  （自然生態系分野・保育園） 

園長先生からの感想 
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事例２ 	
  学校の木を決めよう	
  
	
   	
  	
  （自然生態系分野・小学校） 

グループで見つけて紹介しよう。	
  
自分たちの学校の、自分たちのお気に入りの木を。 
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事例２ 	
  学校の木を決めよう	
  
	
   	
  	
  （自然生態系分野・小学校） 

授業を受けた 
小学生の感想 
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事例３ 	
  食べ物はどこから	
  
	
   	
   	
  　（食文化と環境分野・小中学校） 

食べ物の選び方で変わる。	
  
環境への負荷 ー フードマイレージ について考えよう。 
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事例３ 	
  食べ物はどこから	
  
	
   	
   	
  　（食文化と環境分野・小中学校） 

授業を受けた 
中学生の感想 

アンケートの集計結果（一部抜粋） 
•  たべものを運ぶのに、エネルギーがかかっていること
を考えたことはなかった。     79.1% 

•  食べものがどこからきているか、知らないものがかな
りあった。         88.8% 
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環境教育　成果と課題 
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１２月１１日現在、	
  
１３の環境教育プログラムを、	
  
２６の保育園・小中学校・大学で、	
  
７３回の授業を実施してきました。 

出張授業の広がり 
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※	
  ２０１１年度は１２月までの授業数です。 

7 

２０１０年度は、	
  
環境教育に触れる機会を	
  
１９０５人の子どもたちに	
  
提供しました。 
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多くの子どもたちの、小さな気付きに寄り添うために・・・ 

授業スタッフの充実に向けて 

1.  授業スタッフを板橋区民から募集します。 
授業時間：　平日（１時間半程度） 
参加条件：　一緒に学ぶこと、寄り添うこと 　 

2.  サポーター会員（年会費２０００円）への登録、 
               団体への寄付をお願いします。 

3.  ニュース（月１回発行）の読者を募集します。 

近未来の市民への第一歩として、活動へのご参加をお待ちしています。 
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おわりに	
  ～これからの歩み～ 


